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目標達成までの道筋はいくつも存在します。そして、回り道によって視野が広がるこ
ともあります。ただし、このようなトライアンドエラー型のアプローチでは、通常は
時間とコストがかかり、リスクもより大きくなります。お客様が回り道をせずに車載
ソフトウェアの開発やテスト向けの最適なプロセスを構築できるようにするために
dSPACEが提供しているサービスについて、dSPACEプロセスコンサルティングの
担当者である Jann-Eve Stavesandと Anne Geburziが説明します。
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Stavesandさん、プロセスコンサルティン
グとは何なのか、そして dSPACEが新た
な取り組みとしてこのようなサービスを提
供している理由を教えてください。
Stavesand：手短に言えば、プロセスコ
ンサルティングとは、開発および妥当性確
認プロセスを最適化する方法や、新しい
要件に合わせてそれらを変更または設計
し直す方法について、当社がお客様にアド
バイスするサービスです。また、その際に、
当社の製品に依存しない付加的なサービ
スとしてコンサルティングを提供すべきと
考えているからです。つまり、当社では、自
社の製品やツールチェーンに関してお客
様に助言するだけでなく、お客様のツール
環境全体を考慮することに努めています。
もちろん、他のサプライヤのスペシャリスト
は、自社のツールに関しては詳細な質問に
回答できますが、その他には言及しませ
ん。しかし、当社では状況をより総合的に
判断したうえで、ツールに依存しないプロ
セス設計についてもエキスパートとして助
言しています。 

なぜ dSPACEがこの今の時期にプロセス
コンサルティングを提供し始めたのでしょ
うか。
Stavesand：これまで、当社はお客様か
ら何度もご要望をいただいてきました。こ
れらのお客様は、プロセスの最適化に際し
当社の経験とノウハウを利用したいと明確
に考えており、当社をプロセスアーキテク
チャの総合設計パートナーと捉えていま
す。そのため、当社は、今こそが新しい
dSPACEプロセスコンサルティングサービ
スを提供してお客様のご要望に応える適
切な時期だと判断しました。私達がある

図 1：Jann-Eve Stavesandと Anne Geburziが、
dSPACEポートフォリオに追加された最も新し
いサービスである dSPACEプロセスコンサル
ティングについて説明します。
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大手自動車サプライヤにお会いした時の
エピソードをご紹介します。その話し合い
では、さまざまなソフトウェアおよびハード
ウェア製品の相互作用の問題が取り上げ
られました。そのお客様のツール環境につ
いて興味深い議論を何度か行った後、最
後に担当者の方が、「それについてすべて
ご存知なのですね。でしたら、ぜひ御社か
ら総合的なアドバイスをお願いできればと
思います。そうすれば、全体像を把握する
ために、すべてのツールメーカーに個別に
連絡を取る必要がなくなりますので。」と
私達に仰ったのです。このようなご依頼は
近年ますます多くなっています。そのため、
当社では、dSPACEプロセスコンサルティ
ングの提供を通じてこうした顧客ニーズに
応えようと考えたのです。 

Geburziさん、お客様が dSPACEプロセ
スコンサルティングサービスを利用する動
機は特に何でしょうか。
Geburzi：一般的な動機は、自動運転機
能の開発、仮想的なテスト手法の使用の
増加、プロセスの迅速化に対する要求と
いった新しい課題に対応する場合や、ISO 

けます。ここでは、既存のツールチェーン
のほかに、割り当てられた役割、指定され
た要件、および類似したプロセスのベスト
プラクティスも考慮します。そして、これら
すべての情報を考慮しながら改善できる
箇所を特定し、プロセスの拡張や再編成
のコンセプトを導き出します。提案された
対策をお客様が導入した後は、有識者の
評価を用いて、お客様に納得いただくこと
が重要となります。

具体的にどのようなケースでお客様に助
言を行うのですか。
Geburzi：当社では、ISO 26262に準拠
したセーフティクリティカルな機能向けの
新しい開発プロセスの設計に関するサ
ポート（安全マニュアルなどのドキュメント
作成を含む）について、多くのご依頼を受
けています。ADAS1)の場合、確立された
プロセスの再構築や、必要な場合はまった
く新しいプロセスの開発に関わるサポート
も提供します。モデルベース開発や
AUTOSAR規格への準拠、アジャイルア
プローチに関しては、それらのテクノロジ
や手法の利点を評価し、お客様のプロセ

  dSPACE Process Consultingでは、開発中に変化する要件やライフサイクルに追
加される機能に対応するためのアジャイル開発の導入に関するコンサルティング
やサポートも提供しています。 

26262などの規格への準拠が必要な場
合などです。このような場合、既存のプロ
セスでは適切に対応できないケースが増
えます。また、現状、どの分野を見ても、
プロセスの複雑度は一般に増大していま
す。このため、お客様には、通常のプロセ
スから離れ、単純な再編から始めてアジャ
イル開発にまで展開したり、完全に新しい
プロセスを設計したりといった、新たな取
り組みが必要になります。さらに、よくある
理由として、日常の業務が忙しく、詳細な
知識の習得および最適なプロセス設計の
コンセプト開発の時間を節約するために、
当社のサービスを利用するお客様も多く
いらっしゃいます。 

一般的なコンサルティングプロジェクトの
進め方の例を教えていただけますか。
Stavesand：一般的に、業務の内容と範
囲はプロジェクトごとに固有であるため、
プロセスはそれぞれ異なります。ただし、
大半のコンサルティングプロジェクトは、
現場でプロジェクトの全関係者と直接会
話して初期評価を行うことから始まりま
す。次に、現在の状況に開発目標を紐付

図 2：dSPACEの評価モデル - 現状の詳細な分析に基づいて、あらゆる助言を行います。
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スに導入することも大きな役割となりま
す。たとえば、SILやHIL2)などの仮想的な
テスト手法を導入する際の課題の 1つは、
テストをより行いやすくするため設計時に
配慮することです。つまり、ハードウェアと
ソフトウェアを開発する際には、妥当性確
認および検証プロセスをシステム設計ベー
スで考慮する必要があります。また、開発
および検証プロセスにおいて、極めて大容
量のデータを管理できるようにすることも
ますます重要になっています。ただし、総
合的な統合ツールソリューションは多くの
場合、まだ提供されていないのです。 

確かに、これらはすべて dSPACEがソフト
ウェア開発で経験済みの分野ですが、これ
らの分野のコンサルタントとして dSPACE
に求められることは何でしょうか。
Stavesand：当社はこれらすべての分野
で、既存のノウハウだけでなく、世界中の
多くの企業とのさまざまなエンジニアリン
グプロジェクトを通じて培った長年の経験
を活用することができます。当社は、さま
ざまな業界や企業のベストプラクティスを
経験しているため、最適かつ実用的なソ
リューションを個別のお客様と協力しなが
ら開発することができます。 

スペシャリストであるお客様はそのニーズ
に特化したプロセスをすでに確立している
傾向があるという事実を考慮した場合、
dSPACEのプロセス設計の進め方はどう
あるできでしょうか。

Geburzi：ヘンリーフォードの「同じこと
をしていたら、同じものしか手に入らな
い。」という言葉を引用させてください。多
くのお客様には、すでに確立されたプロセ
スがあること自体が、当社に助言を求める
理由となります。プロセスが確立されると、
それが単純に時代遅れになったり、新しい
チャレンジにフィットしなくなる可能性が
あります。また、IT部門や安全管理者、一
般的な規格や規定、または全社的な決定
によって、新しい外部要件が頻繁にプロセ
スに導入されるため、各専門家がプロセス
のすべての側面に対応できなくなってきま
す。そのため、既存のプロセスをベースに
しつつ、新しい要件に確実に対応できるよ
う個別の調整を行う必要が生じます。さら
に、すべての対策についてお客様の社内で

周知し調整を図る必要があります。これ
が、プロセスコンサルタントとしての当社
の存在理由です。このような場合、当社を
活用すれば、当社を通じてさまざまな分野
を結び付けることができるのです。

Geburziさん、Stavesandさん、インタ
ビューにご協力いただきありがとうござい
ました。

1)  先進運転支援システム（編集者の注記）
2)  Software-in-the-Loop、Hardware-in- the-

Loop（編集者の注記）
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シニアプロセスコンサルタント、dSPACE 

Jann-Eve Stavesand 
プロセスコンサルティングのチームリーダー、
dSPACE
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